
立 川 市

ダイジェスト版
立川市第４次地域福祉計画

立川
市地

域し
あわ

せ・

支え
あい

プラ
ン

立川
市地

域し
あわ

せ・

支え
あい

プラ
ン



計画の体系

地域福祉の本旨は、生活に困りごと等課題を抱えたとしても、すべての住民が住み慣れた地
域でその人らしく暮らし続けることができるような「しくみ」を実現することにあります。その
ためには、地域のネットワークを広げ、課題の早期発見・把握、相談支援体制の強化、住民
同士の支えあい、地域福祉活動などを進めることが重要であると考えます。
このような考え方を反映し、理念を頂点とする計画の体系を次のように定めます。

理　　念

参画し、協働し、自らつくるまちづくり
～すべての人が自分らしくいきいきと、生きがいをもって暮らせる地域をめざして～

基本方針
人は一人ひとり違うということに向き合い、多様性を理解、尊重し、地域で生活
する市民の目線で、さまざまな分野とのつながりを意識し、目標に取り組みます

目　標

見守り支えあいながら、だれも
が状況に応じて、人とつながり、
自分らしく活躍できるようにし
ます

いつでも気軽に相談や交流がで
き、必要な支援・福祉サービス
を受けられるようにします

互いに助けあいながら、安全・
安心に暮らせるようにします

施　策 立川市は、市民、関係団体・事業者等と恊働し、立川市は、市民、関係団体・事業者等と協働し、

地域活動・ボランティア
活動を活性化します

一人ひとりが自分らしく
活躍できる場をつくります

生活に身近な圏域で
まるごと相談できる体制
を整備します

地域の防犯・防災への
取組を高めます

ユニバーサルデザイン・
多文化共生のまちづくり
を進めます

必要な情報を分かりやすく、
必要な人が取得できるよう
にします大小さまざまな形態の

福祉のまちづくりの拠点
を醸成します

福祉以外の分野を含む、
さまざまな主体との連携
体制を築きます
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目標達成のための手段

計画の目標を達成するため、８つの施策を定めています。
それぞれに示す方向性に向かって、市民、事業者等との協働により個別の取組を進
めていきます。

地域活動・ボランティア活動を
活性化します

一人ひとりが自分らしく活躍できる
場をつくります

生活に身近な圏域でまるごと相談できる
体制を整備します 地域の防犯・防災への取組を高めます

ユニバーサルデザイン・多文化共生の
まちづくりを進めます

必要な情報を分かりやすく、必要な人が
取得できるようにします

大小さまざまな形態の福祉のまちづくり
の拠点を醸成します

福祉以外の分野を含む、さまざまな主体
との連携体制を築きます

○さまざまな人が、その人に合った
　活動等への参加を選べる環境づくり
○活動を行う場所の発見、創出

〇さまざまな人の知識や経験を生かせる
　しくみづくり
〇市民や民間事業者等との協働による
　活躍の場の創出

〇複数の相談支援機関がチームとして相談
　支援にあたることができる体制づくり
〇生活に身近な場所で気軽に相談できる
　しくみづくり

〇一人ひとりが防犯・防災を自分ごととして
　とらえ、地域の取組を高める環境づくり
〇避難行動要支援者を地域で支える
　体制づくり

〇ユニバーサルデザインの視点に立った
　建物などのバリアフリー化の推進
〇障害及び障害のある人に対する理解等、
　心のバリアフリーへの取組促進
〇外国人や外国にルーツを持つ人にも
　住みやすく、訪れやすいまちづくり

〇さまざまな媒体を生かした効果的な
　情報発信
〇地域と相談機関等が情報を共有できる
　しくみづくり

〇さまざまな地域資源を有効に活用した
　拠点づくり

〇地域福祉の推進を目的とした連携体制
　の強化

【取組の方向性】 【取組の方向性】

【取組の方向性】 【取組の方向性】

【取組の方向性】 【取組の方向性】

【取組の方向性】 【取組の方向性】

計画の進捗管理は、外部委員会である「地域福祉推進委員会」と、内部組織である「地域
福祉推進連絡会」での検討等により行います。

◉

計画の評価は、どのような指標を設定し評価を行うかを、地域福祉推進委員会で検討し、
5か年の計画期間のうち、中間及び最終評価を行います。

◉

❶ ❷

❸ ❹

❺ ❻

❼ ❽



立川市の町と地域福祉の圏域

立川市では、地域の特性などにより区分した中規模な地域福祉活動の基礎単位を、６福祉圏域と
しています。
福祉圏域は、地域包括支援センターと、地区民生委員・児童委員協議会、子ども支援ネットワーク、
地域福祉コーディネーターの担当エリアが一致しており、地域福祉の推進をするにあたり、効果
的な連携体制をとることができます。

北部西地区
（上砂町・一番町・西砂町）
○宅地などの市街地のほか、農地なども
　広がっています
○圏域の中央を西武拝島線が東西に貫
　通しています
○玉川上水など、うるおいある水辺環境
　も広がっています

北部中地区
（幸町・柏町・砂川町・泉町）
○宅地などの市街地のほか、緑や農地なども
　広がっています
○西武拝島線が圏域北部を東西に通っており、
　多摩モノレールが圏域中央部を南北に貫通
　しています
○玉川上水など、うるおいある水辺環境も広
　がっています

北部東地区
（栄町・若葉町）
○戸建てや住宅団地など、宅地を主とした市街
　地がひろがっています
○圏域内には鉄道路線はありませんが、圏域の
　西側に近接する形で多摩モノレールが南北
　に貫通しています

南部東地区
（錦町・羽衣町）
○立川駅に近接し、宅地などの市街地が広がって
　います
○JR南武線の西国立駅が圏域の中央に位置して
　います
○圏域南部は多摩川と接しており、うるおいある
　オープンスペースが広がっています

中部地区
（曙町・高松町・緑町）
○立川駅北側に位置し、中心的な市街地や、宅地などの都市
　的環境が広がっています
○JR中央線などの鉄道路線が集積する立川駅が圏域南部に
　位置するほか、多摩モノレールが圏域中央部を南北に貫
　通しています
○圏域西部には昭和記念公園が位置し、市民の憩いの場と
　して豊かな環境が広がっています

南部西地区
（富士見町・柴崎町）
○立川市南の都市的機能や、住宅や公共施設などの市街
　地が広がっています
○JR中央線が圏域の中央部を、多摩モノレールが圏域の
　東部を、それぞれ南北に貫通しています
○圏域南部は多摩川と接しており、うるおいあるオープン
　スペースが広がっています

西砂町
一番町

上砂町 砂川町
柏 町 幸 町

若葉町

栄 町
高松町

曙 町

緑 町

羽衣町

錦 町
柴崎町

富士見町

泉 町



人と人、人と地域をつなぎ、
地域での交流の場を増やし、
孤立のないまちをめざします

身近な場所で ふらっと立ち寄れる、
相談や交流、活動の場を広げます

相談支援包括化推進員※3を配置し、
さまざまな専門機関と連携して、
生活の多様な困りごとをまるごと
受け止めます

３つの重点取組とそのつながり

例えば

例えば

例えば

例えば 例えば

理念に示す、「すべての人が自分らしくいきいきと、生きがいをもって暮らせる地域」をめざして、
立川市では、以下の３つのことを重点的に取り組みます。
３つの重点取組は、互いに補完し合い、ちょっとした相談から複合化・複雑化した困りごとの相談
への対応や、さまざまな人が活躍できる、孤立のない地域づくりを一体的に進めていきます。

大小さまざまな多機能拠点
（仮称）地域福祉アンテナショップ※1の設置

地域福祉コーディネーター※2による地域づくり

身近な圏域で「まるごと」相談を受け止める
体制づくり

※１（仮称） 地域福祉アンテナショップ
裏表紙参照

※２  地域福祉コーディネーター
小地域単位での「孤立のないまち」をめざ
し、住民からの相談対応、住民同士や関係
機関等との連絡調整や情報収集を行いな
がら、住民福祉活動の推進を図っていま
す。現在、立川市内6箇所の福祉圏域に1
名ずつ配置されています。

※３  相談支援包括化推進員
複合化・複雑化した課題に寄り添い的確
に対応するため、各制度ごとの相談支援
機関の総合的なコーディネート等を行い
ます。

市民

同じような困りごとを抱えている
仲間をみつけたい
地域で得意なことを生かしたい
家の空き部屋を地域で活用してほしい

情報がほしい
近所の人と一緒に活動したい

高齢になり、手伝いを頼みたいが、
障害のある子どもには頼れない・・・
子どもの将来も心配 育児と親の介護で大変そうな人がいる

相談先がわからず、生活に困っている人がいる

コミュニティカフェを開きたい
情報を発信したい



「（仮称）地域福祉アンテナショップ」とは

地域での空き部屋や企業の空きスペース等を活用した、サロン・コミュニティカフェ
の実施などの活動や相談、情報のプラットフォームとして、さまざまなテーマで近隣
住人の交流を広くつなぐ、活動の場を表します。

僕は 私は

「参加したい」 「相談したい」

私たちは

「活動したい」

私は

「情報がほしい
  情報を伝えたい」体操教室やサロンをつくりたい

一緒に活動してくれる人を
探したい
ボランティアをしたい
仕事がしたい

地域の情報を知りたい
地域の人にお知らせしたい

地域の人と交流したい
サロンに参加して友人を
増やしたい

誰かに話を聞いてもらいたい
どこに相談したら良いか
周りの人に聞いてみたい

場所はどこでも！
空いている時間もそれぞれ！

市民のみなさま次第！！

編
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発
行

立川市　福祉保健部　福祉総務課
〒190-8666　東京都立川市泉町1156番地の9
電　話　042（523）2111（内線1492）
　　　　042（528）4799（直通）
ＦＡＸ　042（529）8676

住民主体のいろいろな
地域福祉アンテナショップが

あってよい！


